
南薫校区の文化財
ところ ゆうが

「南風薫ずる処」という優雅な意昧で、地名が付けられたと伝えられる南薫校区

は、8月治22年(1889)、久留米市が誕生したと同時に南類町の名称ができました。
じんじょう ぷんり そうりつ

明治42年(1909)には日吉尋常小学校から分離して、南薫尋常小学校が創立さ
ほたるがわ てら とおりほか

れています。当時の校区は、螢川町•寺町・通外町•南薫町・南薫西町を含むものでし
くしはら ひがしすわの

たが、大正 12年 (1923) に櫛原村の一部、大正 13年 (1924) には束町•諏訪野町・
のなか

野中町の一部が編入され、現在の南薫校区が成立しました。

校区内の縄文時代の遺跡は少なく、南薫西遺跡で狩りに使ったと思われる落し
ひがしくしはらいまでら なん

穴が発見されている程度です。弥生時代になると束櫛原令寺遺跡や石丸遺跡、南
くん いなり

薫稲荷遺跡など、校区の広い範囲に遺跡が広がります。飛鳥～平安時代には南薫
せんばら おおみわ

西遺跡で神様の名前である「芋原」「大神」などの文字が書かれた土器が発見され、
まつ うかが ださいふあんらくじ

神様をお祀りしたことが窺えます。平安時代の終わり頃には、大宰府安楽寺の櫛原

圧（荘園）が広がっていたと思われます。その後の江戸時代には有馬氏の城下町整
てっぽうやしき

備により、寺町、下級武土の宅地である鉄砲屋敷、そして町屋が通町十丁目・通外町
ここくじんじゃ こうきょう にぎ

まで広がりました。五穀神社の祭礼は、からくり興行などで賑わい、「からくり儀右
たなかひさしげ くるめがすり

面何」こと田中久重や、久留米絣を考案した井上伝などの出身地としても知られ

ます。
きどう

大正8年(1919)～昭和27年(1952)には三井電気軌道が校区内を走り、戦時
けんべいたい

中には憲兵隊本部が置かれる

巽丑(f)孔由耗誉豆<猥産>

社号江泊應030祖呈：i即3
甜菌き｝t即位Sgg9位＄笛出：韮墾

出米歴ど：L採乏
日I8H釦如、四的K

丘＾と廂9pgD図沿崖固

9V09-VS-ZV60 xv::1 966V-VE-ZV60巽珈

（碑墳瑶思℃乙コ?―吝）9-0S8直錘直鞘出楽思℃

-6r...a難9ぼ廻面出＊思℃

d［珂On}inJ"a run.In可年3@！BZ吋 unq:EBlli-3:

VLL6-OC-GV60 xv::I 9乙乙6-0S-ct760巽墨

（貝記L坐砂出） S-9LlHl~御出楽思℃

溜醇き｝雖9DS 限9DS笛出出＊思て

《¥#Ck号＼り師g(/)2¥')C.2)難9D五》

（可苗激廿三‘土吟6L)匪蒻願遁協諏廿三

頌革重工委I)迎1|（殺苺

壱はそL)活心響豆(f)I樺籍差互

玉歴邸1董も中田‘竺ロ―廿

壱U玉沼彩払Cf.(［圃柘匪・国匪．且全）且土御米思℃

（全瀕昼・全王翌）をばも＞乙}Cf.報酋¥劉囮淫咄

固専且匪 壱甘豆誤堡心q田迎圏つ）呈逹互拙幸¥
ずit i妙！； • i i ..、、キ

.:1, I '• • • と，、！Iら

ふ i':J.,:！玄；；・ ； ： §: t 
・・ム、 今分り ~ .,.●● 9 ●ヽ 竺よ 」“ふ卜 .,.と

.
”

わ

り

，

r
 ，
 

，
り
●
，
＇

5

．
 

｀
 合＂＇ 

ー
9
,
 

,
．
"
山
＇
ト

鼻

i
‘

し・・
曇

＂ァ
t

”
 よ9

9a, 

糟
止

し

（圏切鉗：笛）艇蘇些恩¥穎器

壱Uを＞こ．gq登童2)螂甑亜崖固

を¥2l).Cf.(8L9)誠囮¥姦協

をU斗雑忌gq蛍畜ご)!(11藷甚呈全留圏単

をUを＞乙さCf.囮薔コg
画蓋つに？、台縣酪些盤蒻型・耳．冦丑

を呈2}Cf.留畜コl並藷肘呈g迎圏亜

を⑭畢勺呈f玉さCf.Y~) 図沿菫固

006L 

008L 

009L 

OOSL 

00乙L

009 

oos 

渓見笠隊

阻竺笞

OOOOL 

年淫9王¥

糾謡祟誰l

糾謡⇒Iく
糾帥D11歪

糾器軍眼

年片舵もホ

年淫昨g妄

谷淮帷肖艇

糾器甑田

糾謡玉癌

糾器五膳

糾器器9B|

⇒2呈2(0図沿崖固 罰 亜 糾 帥

■産屯玉面(/)図潟崖固.

ひがしくしはらいまでら いせき

東櫛原今寺遺跡

市指定史跡

櫛原中学校周辺に

広がる弥生人の集
たてあなじゅうさよ

落跡です。竪穴住居

などの建物、土器や

石器などの生活道

具が発見されてい

ます。

いしまる いせき

石丸遺跡

弥生人たちの 墓地

です。櫛原天満宮付

近から 150基以上

の甕棺が列をなして
くだたま どう

発見され、管玉や銅
19こ

矛なども出土してい

ます。櫛原天満宮にある大石は、こうした甕棺の上に置

かれていたと伝えられています。

なんくんいなり いせき

南薫稲荷遺跡

鳥類センターの西側で発見された弥生人

の墓地です。発見された甕棺や石棺など

97基のお墓には、 13体の人骨が残ってい

ました。

つじいせき

辻遺跡

櫛原郵便局付近の高

台に広がる弥生時代

を中心とした集落追跡

です。

なとしましたが、現在では知る

人も少なくなったようです。ま

た、かつては五穀神社束側や校

区の北側あたりには低湿地が
れんこん

多く、水の恵みを受けた「蓮根
ほり

堀」なども見られましたが、近

年の都市化により、ほとんどが

消滅してしまいました。

＼
 

▲弓曳き童子（久留米市指定文化財）

なんくん rし いせき

南薫西遺跡
せんばら おおみわ

「芋原」「大神」など、

文字が書かれた土

器が発見されまし

た。筑後国御井郡節

原郷の中心的な集

落と考えられていま

す。

いおうじ へんじょういん じぞういたび

医王寺（右）と遍照院の地蔵板碑
市指定有形文化財

おうえ＼ヽ

応永年間 (1394,-...,1428)に建

立された地蔵の彫像板碑です。


